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１ はじめに 

オルガノイドは、試験管の中で幹細胞から作るミニチ

ュアの臓器で、自己複製能と分化能を利用して自己組織

化することで３次元的な組織様構造として形成され、解

剖学的・機能的に生体内の器官に近い特徴を有するため、

多岐にわたる研究に用いられている。慶應義塾大学の佐

藤らは腸管上皮幹細胞の体外培養技術を確立し、患者より

提供された正常細胞から小腸上皮様構造体オルガノイド

を構築することに成功した 1）。感染症の分野では、Ettayebi

らにより、この腸オルガノイドを用いたヒトノロウイル

スの分離培養方法が報告 2)され、ワクチンや抗ウイルス

薬の開発などが進められている。しかし、ヒトノロウイ

ルスの分離培養は、型により必要な因子が異なることや、

受容体が解明されていないなど、不明な点も多い。 

本研究では、当研究所に保管されているノロウイルス

検体を用いて分離培養を実施し、感染に係る条件を探索

するとともに、２次元的な細胞では分離培養が困難であ

ったその他の病原体について、腸オルガノイドを用いた

分離培養を実施し、新たな分離法を検討する。 

 

２ 対象と方法 

  腸オルガノイドの利用に伴う米国ベイラー医科大学との MTA（研究の成果物の使用に関する

同意）等を実施し、国立感染症研究所より腸オルガノイド及び培養技術を供給いただき、当研

究所の機器を用いて同様に培養・継代・プレートの作製等が再現できるか検討する。 

その後、ヒトノロウイルス等の腸オルガノイドを用いた培養の報告がある病原体や当研究所

において２次元的な細胞では培養が困難であった病原体について培養を検討する。 

 

３ 調査研究の効果等 

本研究で用いるオルガノイドは、これまで培養が困難であった病原体の培養が実現する可能

性のある技術であり、当研究所は、感染症が疑われる様々な検体が、患者から採取されたのち

速やかに集積される機関であることから、検体の状態が良いタイミングでオルガノイドへの接

種を実施することができる。ヒトノロウイルスをはじめとするこれまで培養不可能であった病

原体は、社会的にも広く認知されているにも関わらず、その感染機構に不明な点が多い。これ

まで培養が困難であった病原体を培養することができれば、本研究から得られる知見は、これ

らの病原体に対する治療・予防法に役立つことが期待される。 
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